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はじめに
　広島は今年被爆65周年を迎え菅首
相はじめ国連事務総長，米，英駐日
大使など内外の要人の参列のもと平
和祈念式典が行われました．平和あ
っての医療，広島市民病院は広島の
復興とともに歩んできた病院です．
沿　　革
　当院は戦後復興もようやく緒に就
いたばかりの荒漠とした広島西練兵
場跡に当時としては最も新しい建物
の一つとして建設され，昭和27年８
月11日，診療科目４科，病床数89床，
社会保険広島市民病院として開院さ
れました．開院以来長期にわたり病
院の運営に携われた甲斐太郎先生は
地の利，時の運，人の和が重要であ
ると教えられました．バスセンター
やアストラムライン駅それに市内中
心部の地下街からも雨にぬれること
なく来院できる交通の要地にある当
院は，日本一アクセスのいい（地の
利）病院といえます．また，時代の
要求を敏感に受け入れ各設備の拡充
に取り組んできました．健康管理セ
ンター，人工腎センター，救命救急
センター，未熟児新生児センタ （ー現
在は総合周産期母子医療センター）
等全国に先駆けて取り組んできまし
た（時の運）．平成15年４月から名称
を広島市立広島市民病院に改め，同
年10月から老朽化した病棟や，狭隘
化した外来部門を改善するため新棟
建設と西病棟の改修に着手しまし
た．平成18年５月新棟（東棟）稼働
に伴い電子カルテシステムを導入し
ました．平成19年２月西棟及び北棟
（旧サプライセンター）の改修工事
が完了，平成19年12月立体駐車場を
整備，平成20年２月プロムナード完
成，同年３月アストラムライン県庁
駅と地下連絡通路完成，これにより
増改築整備事業が完了し，平成20年
４月から全面稼働しました．いつの
時代においてもいい病院を作ろうと
皆が心を一つにして（人の和）懸命
に働いてきた病院は一応の完成期を
迎えました．
　アートギャラリーホスピタルとも
言えるようにプロムナードや廊下に
は彫刻や絵画約250点が展示され来
院される人たちを癒してくれている
ようです．
現　　況
　29診療科，地方公営企業法（全部
適用），一般：７対１看護，精神：15
対１看護
　臨床研修指定病院，救命救急セン
ター，地域医療支援病院，地域がん
診療連携拠点病院，エイズ治療中核
拠点病院，災害拠点病院，総合周産
期母子医療センター等の指定機関で
す．
　許可病床数743床（一般715床，精
神28床），医師数236名，看護師数907
名，総職員数1,645名となっていま
す．平成21年度における一日平均入
院患者数665.3人，一日平均外来患者
数1,701.4人，病床利用率89.0％，平
均在院日数11.7日，延入院患者数
239,374人，延外来患者数418,234人．
　中央手術室における手術件数
8,235件，その他中央放射線部では大
動脈内ステントグラフト56件，循環
器内科 PCI928件，脳外科107件，循
環器小児科100件，放射線科147件，
内科317件の血管内治療を行ってい
ます．
　全国の国公立病院に先駆けて開設
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した心臓外科は昨年50周年を迎え循
環器小児科，循環器内科との協力の
もとに循環器グループとして中四国
トップレベルの症例数と成績を挙げ
ています．
　年間3,300例を超える集学的がん
治療を行い，各種がんに対する手術
件数は年間1,700例を超え，平成18年
には通院治療センターを整備し，年
間6,000例の外来化学療法を行って
いる．内視鏡による手術も年々増加
し低侵襲手術を積極的に行う一方で
進行がんや再発がんに対する化学療
法や放射線療法を組み合わせ，延命
とQOLの改善に努めている．緩和
ケア外来を平成21年度に開設した．
　脳血管障害や虚血性心疾患の治療
を目的に昭和52年全国に先駆けて設
置された救命救急センターは依然と
して高次救急の中核として地域に貢
献していますが平成18年12月には北
米型ER方式を目指し救急診療部を
新設しました．平成21年度の救急患
者は約38,000人，救急車による搬入
約5,300人でした．今年度新設した総
合診療科と協力して初期研修医の研
修の場としても今後一層充実させな
ければならない部門と位置付けてい
ます．
　時代が求めている医療連携，在宅
支援，医療安全，情報管理，各種相
談業務などを行う医療支援センター
を平成18年に新設しました．現在38
名のスタッフが院内外縦横にきめ細
かな対応に努めています．
今後の展望
　当院の基本理念に質の高い医療を
提供するとありますが，がんや循環
器を中心とした高度医療はもちろん
今後も充実させる方針ですが，地域
医療再生計画のなかで救急コントロ
ール機能を持つ病院と位置付けられ
ています．今後周辺の医療機関と協
議しながら市民の安全のためより良
い救急体制が構築できるように努力
します．
　特定の診療科においては当院でも
医師不足が生じていますが，長い目
でみた優秀な人材確保の意味合いか
ら初期研修修了者の採用を積極的に
行っています．次世代を担う医療者
の教育にも従業員全員で取り組んで
くれています．
　これまで進んできたセンター化や
専門性の追求による弊害として多領
域にわたる複雑な疾患の治療がより
一層重要になってきています．チー
ム医療の推進はもとより院内の連携
強化はのけて通れない課題です．
　ここ数年広島市病院事業中期経営
計画に基づき経営改善に努めてまい
りました．一昨年はわずかではあり
ますが黒字を計上できましたが，昨
年度は多くの主任部長の交代もあり
赤字でした．今後は当院の強みを一
層活かした部門で地域医療に貢献で
きたらと考えています．
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